
諭

覗

物
償
騰
貴
ピ
短
貨
ご
の
關
係
r
就
イ・篇
慨
藩
士
に
答
.ふ

第
八
巻

(第
五
撹

八
二
)

六
六
入

物
債
騰
貴

ご
通
貨

ご
の
関
係

に
就
て

福
田
博
士
に
答
ふ
.

"

汐

見

三

'郎

8

漏

田
博
吉

私
の
要

「談

羅

の
物
膣

婁

喪

あ

關
錘

蜀

・
本
董
・
垂

於
て
薪

且
つ

甥

徹
る
批
評
を
下
さ
れ
・
.
竺

の
錘

を
渠

ん
喜

・
る
・
温
情
・
鑛

・
て
謹
ん
で
御
答
を
申
し
上
げ

た

い

ご

　

ふ
む

ヒ
　

嘗
.。
私
・
飯
島
學
士
・

「
金
羅

舞

2

笈

ぴ
「暫

.里

・

『何
翁

孕

る
」
な

る
要

、を
讀
み
・

講

究
。
蓬

纏

嬰

ざ
・
海

禁

つ
・
.
報
鎮

吉

明
治
の
初
年
か
皇

誓

至
蓬

の
物
質

を
編

　ま
れ
、
稲
田
博
吉

藩

の
筆

綴

姦

っ
て
・
・
れ
・
が
、
物
爆

婁

以
て
鑑

券
婁

の
藁

な
り
こ

せ

ら
る
る
に
於
て
竺

で
あ
る
。
精
密
な
姦

字
壽

添
ふ
詮

百

躾

な

国
表
重

て
し
飽

く
迄
纂

的

皿
に
其
議
論
を
進
め
ら
れ
・
居
る
.
私
・
其
楚

・
附
・
て
要

せ
ん
悉

・
先
づ
手
一饗

し
て
大
正
元
實

降
の

震

券
甕

、同東
京
綾

叢

の
華

鑑

集
・
国
表
・
作
製
…

で
　

が
・
私
傷
得

た
る
結
強

飯
量

壬

ご
磨

墨

の
所
見
と
大
に
異
・
あ

叢

・
・
.
基
節

・
本
誌
二
月
號
誰

の
羅

で
あ
る
・
今
「服
橿

壬

の
高
教

を
受

一
、
誠

に
因
縁

の
淺

か
ら
ざ

る
を
思

ふ

の
で
あ

る
・

『 太陽第二十四巻第十二號



.

博
士

の
質
問
は
次
の
諸
黙
に
つ
い
て
で
あ
る
。

扇

「
、
季
節
舞

動
難

字
表
作
勢

法
如
何
・
特
に
叢

に
關
し
読
翠

率

・

」
第
二
、
職
諾

始
以
來
暑

・
.
璽

繕

餐

物
の
驚

讐

・
導

τ
・し
霧

蟹

・
の
状
離

塁
・
　

黛

近
の
婁

　

島

ぜ
い
に

　
や
　

に
　
ゼ
ヂ
や
ロ

一.

第
三
、
羅

騰
曝

大
成
・
・
榴

騰
婁

響

毒

馨

」
事
例
義

嬰

・
譜

如
何
・

虜

囚
、
歪

三
秀

至
孝

・
於
・
聾

の
震

動

微
餐

の
原
因
甚

憲

・
其
彙

甚

し
所
岩

間
ふ
・

}
第
五
軽

捷

後
に
於
て
逓
貨
の
膨
脹
葎
物
償
騰
貴
の
原
因
試
・
マ
・
ろ
虻
・結
果
.、κ
-
理
器

.
。・
・
.
　

の
7

僚

葉

一

望

。
物
麗

貴
が
通
貨
紫

長

原
国
書

・
て
…

芸

ふ
私
の
糠

論
鋳

す
る
批
評
で

あ
る
が
・

.

更
掩

青

物
露

募

原
因
餐

翻

に
存
せ
皇

・至

積
極
的
根
磐

撰

せ
よ
量

来
し
て
ゐ
ら
れ
る
・

…
貨
塞

般
。
わ
。
る
数
字
的
説
明
量

る
難

業
で
あ
・
が
是
は
追
・
試
み
・
暫

し
・
只
今
箔

欝

藤

の

㎜
辯

明

に
止

め
て
置

か
う
。

一
博
士
の
笙

の
辞

は
専
ら
私
・
研
穿

法
・
關
琢

・
・
で
碧

が
・
就
中
鍛

の
議
論

塁

砦

婁

な

・る
關
係
が
あ
。
か
晃

づ
之
を
論
じ
、
次
暴

鵠

霧

の
警

表
作
製
方
法
に

う
言

う
・
第
二
第
三
は

「貨

…
物
側
の
藩

。
於
て
物
麗

貴
・
・
も
馨

騰
貴
の
暴

著
・
」
あ

卑
見
に
封
・
.劉

を
加

へ
ら
れ
砂

で
あ

…
。
か
三

括
し
て
御
答
へ
し
た
・
。
第
署

吾

『
通
貨
農

高

鰹

誉

の
關
係
に
於
て
先
づ
原
因
は
務

.

側
。
求
め
ざ
る
べ
か
ら
豊

島

議
論
に
孕

る
示
敏
で
あ
・
か
農

後
難

明
す

・
誉

七
や
う
・
本
妻

は

博
吉

窩

罰

す
る
鐸

で
あ
る
が
、
拙
稿
・
・
あ

輩

毒

蓼

誓

・
・
」
吉

・
ソ
・
を
糞

も
の

論

説

物
頂
舞

・、葬

・、
の
潔

號

・
齋

豊

醤

ふ

笑

登

第
五
號

八
三

二

八究

.

■



論

説

物
償
雲

・、養

あ

鷺

に
就
藷

擢

上
唇

ふ

災

巻

(第
義

八
四
)

六
七
Q

で
あ
る
か
ら
答
無

明
警

期
す
・
爲
め
.「
何
を
調
節
す
・
』
よ
り
所
々
博
士

の
意
見
舞

倍
す
る
事

ε
し
π
・

…

笙

、・叢

国
表
の
説
明
、
第
二
、
季
節
的
需

の
嚢

、
第
三
、
物
鰹

婁

繹

騰
書

の
産
別

第
四

…
物
偵
讐

養

換
券
増
響

の
因
果
關
係
ご
云
ふ
順
序
で
議
論
を
進
め
窪

患

ふ
D

巳

　
ラ信

.

㌧

一
私
の
最
初
の
島

は

・"き

Ω
・…

の
紹
介
の
序
・
米
國
の
物
儂
問
警

論
及
し
た

穿

「D
憲

露

馨

=。・、..葺

、。∩
∩
..・。・。

需

2

製

し
義

國
最
近
の
物
債
輪
姦

ふ
に
あ
っ
た
・
白
籤

叢

は
こ
れ
蓬

一
物
で
あ
る
が
、
博
士
の
不
審
婁

け
た
呈

・
れ
灘

會
に

雇

封
敷
圖
秀

誹

議

み
蕉

邑

ふ
・

磁

字
の
桑

化
こ
云
ふ
黙
に
於
て
製

襲

中
敷
替

相
並
び
否
そ
れ
呈

・
統
計
肇

垂

な
る
地
位
を
占

　め
て
み
る
事
量

誉

詳
論
せ
・
肇

匁

か
琴

轟

塗

す
ま
・
・
圖
表
法
が
最
も
貫
く
矯

せ
慧

あ

一
ほ

警

墾

化
露

の
鍍

・
し
て
季

動
態
統
計
で
あ
・
て
要
す
・
縞

立
業

・
魯

の
進
.行

を
水
牢
線
に

…
て
現
は
し
欝

.獲

た
.最

長
塗

化
釜

篠

で
示
す
の
で
あ
・
。
後
段
に
掲
げ

た
・
篁

圖
表
昊

正
三
年

…

背

崖

歪

八
年
二
月
に
至
る
日
本
銀
行
調
東
京
醤

叢

の
齊

墾

馨

爪
・
、
第
二
固
養

大
正
元
年

.

万

以
降
大
大

年
二
月
量

る
目
糞

藷

東
京
蟹

姦

醤

盃

行
鑑

翠

均
獲
行
高
の
毎

月
総

長

漂

。
て
る
る
の
で
あ
・
。
等
し
-
月
な
藷

の
進
行
捧

ふ
物
贋
叢

裁

黍

均
霧

・同
な
る
登

の
攣
化

を
示

す

の
を
目
的

こ
し
て

み
る
。　

皿
圖
表
法
は
種
々
の
標
準
よ
り
し
て
種
・
に
分
類
せ
ら
れ
・
石

墨

藪
.馨

警

の
羅

を
季

誓

勢

目

盛

の
裂

方
如
厘

よ
・
て
差
圏
表

罫

・・　

9
弩

昆

圖
表

§

Ω
一・菱

籔

醤

書

目

二…
一。
1)R・ti・Cha・t(Qua・tellyP・hlic・d・ …f・heAm・ ・i・anStati

sticalA,、 。d。,i。 。P

June,1917)

2)財 部 博 士 肚 會 統 計 論 綱(三 七 六 三 入 八 頁}

.

・



α
....;

の
こ
つ
に
嘉

す
る
崇

出
来

・
.
茜

表
・
・
普

き
目
禁

里

美
を
季

に
反

し
地
異

経

て
は
等
し
き
。
禁

同

瓦

を
季

ご
云
・
撰

薯

の
翼

・
直

別
・
・
豊

剛
者
は
普
亜

盤

用
ひ
ら

　　灘

騰

灘
灘
齢
　羅
　

…

、　
縫

錨
叢

薦

胴鳴%　
籐

露

難

選
蕪

.鍾

饗

譲

加
瑳

。
示
さ
な
.い
ご
云
・
鍛

が
・
・
.
然
・
に
叢

圖
脊

獲

の
異
れ
る
登

例
へ
ぼ
物
馨

警

讐

壁

報
鰭
鱗
纒
諺

欝

舗醗澱
綴

鰐

藁
雛
雛

駄繋

　

…
縫
謙

響

鍵

隷

職
離
鰻
霧
.
瀞　

「
叢

圖
藷

あ
。
て
馨

し
着

盛
で
示
茗

毒

差

・
の
で
・
二

・α・
…

⊥

.
四
【一

.。
窪

↓

b
.
.
.

の
4一
の
㊦

71

皿.

論

説

積

雲

.、養

・、
の
關
係
に
就
・
留

篁

・
答
ふ

笑

巻

第̂
義

人
五
)

山ハ
七
】

.

・



講

親
.

物
恨
騒
貴
ご
通
貨
・、の
關
係
に
就
・
・
濯

蓑

・

馨

・諺

八
六
)

↓ハ
七
二

鍵
蕪

雑
　難
蕪

雑
一類

懸
灘

鱗
蕪
　

撫
糠
鐵
灘
撫

　
.

.

・



凋
期
こ
し
て
ゐ
ム
我
國
の
金
鍵

・
.鑑
・
・
釜

・
;

　

で
　

・
.

'
.

∴

輪
講

灘

鱒
講
棚　欝
欝
論

争 † 十 十 九 入.七 六 五 四 三 二 一

論 孕 二}

ヨ}均 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

日
本
兌
換
券
毎
月
季
均
獲
行
高

明
治
四
+
二
年

馨

禿
・塁

壁

、壽

、詫

「天
　
、
冒
　8

、
交

閏

「葵

.
九
月『

　莫

一言
八
、
へ
六
嵩
1
0
酉

ニ
へ
D
、
0
一完
、
二
一δ

　莞

、七
九苫

元

=
全

、眠
全

、奎

二
(
一
隔o
杢

・童

二
毫

、四
量

、大
兄

藁

、o
一九
・会
天

喜

、≦

四
竃三

四

三
薯

、兀莫

、
.書.

明

治

四

十

三
年

　。
o
、o
八
o
、茜
六

　豆

、七
〕葦
、
莫

天

一
、奪

三

石

美

、莫

、垂

垂

、{七
四
、六天

二
湘
乃
δ

「
五
、
耳
処
暑

4
0
〈
、
(
六
六
、
「
角
0

黒
三
、乱
三
、董

智三

、冥

、七
合

、

　
一ゼ
、
重

、書

冒=
耳
、
一
(
(
、
9
竃

三
皇

、
七
口
(
、毛

虹

冒夏

篭
七
三

、
一
畳

{輩
位

圖
)

明
治
四
ナ
四
年

茜
甥
、突
念

園

　
・δ
、
O
至

、
「七
〇

糞

、ミ

乃6

腎U
四
、
一
一
九
、
一応
0

　裏

、(
吾
三

き

三
兄
、
六
〇
一
、
訳
註
0

言

・附
.
三

〇
五

胃三
八
、
幽
茜

、
九
七
(

,塁

、嚢

、警

官
三
、
四
三

、
茜

O

曇
西
、
0
四
四
、
=
圏

.

胃　交

、馨

・含

莫

、
一会

、
=交

物
便
騰
貴
・、鐸

あ

關
係
蕊

義

謬

士
曇

ふ

呪
治
四
†
五
年

大

正

元

年

巽

、書

、碧

　
異

、
九
六
　
、
o
ぎ

昼
鳶
、
四。
莞

夫

耳
面
、璽

、鞠
o
孔
.

莞

、美

、誉

　電　　
　甑

E
四
二
、四
一
凪
、
三
三
(

　
四七
、三

六
、重

　
四
九
、三

四
、
罫
兄

　異

三
四
(
、
茜

三
へ
{
、
一
七
二
、
七
九
隅

唇

、四
合

、交

　
.

第
八
巻

(第
五
號

大

・
正

二

年

寄モ
沮
、
=
三
、
聞
O
八

　
君

、呈

、　死
六

　
　三
、曼

べ
弩

嵩

、四
発

、幽
」
τ

　
一
〇
、
六
竃

、六
盗

.

　聾
　
　　
.

再三
湘
、
一空
ハベ
琶

　
　
一
£
奎

、=莞

号
天
、悉

、冥

美

、九
莫

、
;
四

重

五
、四
=四
・癸

圏

　
茜

、(莞

、沁
幽
へ

八

七

U

六

七
三

平
均

〔挙
筋
的
攣
動

)

　
　カ
、莫

、韮

即三
〇
、二
光
一
、
五
一四

§

、実

大
(四
登

一兄
五
、
ユ
五
山
、
尾
へ(

「冗
四
、
　=
鮒
、
へ
σ
λ

三

六
、九
♂

、
(
互

.

冒三
〇
、
量

・
へ
四
(

三

九
、
昊

、
四
耳
八

　
.δ
、
汎
莞

、
国
内
o

　昌
昌
、四〇
(
、菱

.

三

一
、　呈

、四
面

　
巻

、七
杢

・莞

　

.

黄

、四
翼

、七
三

■■



設

++九 八 七 六 五 四 三 一._

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

+

.二

月

年

半

均

設

寝

饗

.、
通
誓

の
盟

厩

議

濯

書

替
ふ

日
本
銀
行
調
査
東
京
卸
監
物
償
折
敷
(百
分
激
)

明
治

四

+

二
年

=
へ
・
「(

一
死
・
一(

=
(
・元

=
八
・彰

=
㍗

豊
州

=
湘
・
四
昌

=
を

三

=
㌘

巻

=
九
・交

=
八
・天

=
汽
・朶

=
七
。き

=
八
・頻

明
治
四

+

三
年

=
で

葛

=
(
人
肉

=
九
人

四

=
九
・へ
八

三
C
こ
葛

一
元
夫
4

=
へ
・
へ九

∴
　0
・四
4

一「=
・亮
.

一　=
ゐ
八

三
7
九
八

「三

豊
七

三
]
・舌

明
治
四
+
四
年

』

三
・
5

三
学
老

ご
三
・琵

=
三
↓
「六

■

=
三

・
八
四

ご
三
三

五

一
}三
・
天

、三

四
充
…
.「

一
犬

・
晃

一
老

・
豊

.

三
内
・
四
「

」

三

蝦
ニ

へ

一
二
四
・
苫

第

八
巻

〔第
五
號

八
八
〕

六
七
四

明

治

四
+

五
争

大

正

元

年

一元

二
四

一巷

・美

;
=
三
層

;
三
・翌

喜

T
O
四

;
=
・窒

三
子
六
四

「三

身
七

三

〇
・窒

三
三

己

三

乱
・
…三

三

四
・
壱

)

;
三
『
。
七

大

正

二

年

三
廻
・莞

三
冒τ
O
四

一『三
・毘

一　
】;

へ

三

丁
八
六

;
三
上
元

;
専

大
三

三
〇
三
五

三
㎞「・(六

一　手

並

三
〒

塁

三
丁

竜

一
「三
・話

.

平
均
季
節
的
攣
動
)

三
四
・
夷

=
　
6
0.

.

.-

ご
　五
・
三

三
4
・尋

一
　撃

発

三
E
・
=

」
茜
九

七

ヘ
コ

魏
難
鋸

鎌
.

.

。
の
で
あ
る
。
か
ぐ
て
農

嚢

行
高
義

簿

警

・
毒

一
禽

の
霧

の
波
を

見
そ
の
極
大
極
小
の
塒
期

=
㎝葦

兄

三
六
・杢

三
㌘
薯

三
六
三
二

ご
天
・六
　

三
亭
歪

瑠 離 離 黙 糞 響第噸 …



一

葉

極
小
の
幅
鍵

捌
し
後
の
因
果
關
係
論
援

用
し
た
の
で

あ
る
・
.

「校
雅

藻

麺

鱒

あ
り
し
は
全
く
私
の
原
稿
に
血
・か
・
し
も
・
で
、
　

　

劉

・
所
…

一、

)…

.

固く搬
難

論

説

物
侃
騰
貴
、、通
貨
ミ
の
關
係
に
就
て
一服

畢

埜

・
書

舞

八
九
二

八
圭

-

.

■



卿
錦

鯉
吻
・鋸
3〃.融

読

物

債
騰
貴
ξ
通
貨

ξ
の
關
係

に
就
て
編
出
博
士
に
答

ふ

/ 、

'
'

.
、

、

露
霜
鶏

糀
.
尾

畢

簾
舞
.

.擁

彬

卿

妙

ル

諦
、
泌

、躍

.

砂
.

・

噛

」

へ

∵
辱

第

八

巻

(
第

五

號

九

〇

)

　

コ
　
　
ト
　
　
　
　
　
づ　く
　
コ
　
り
うイ

　モ　.

64

・

卿

/

'.

:

/

・
.

、

箆

占語
.㍉

・・
.

仰

・
.

r
.

一
二

説

∴
.一

勅

号
.

挿

ド

・}

'

♂

、
い

腸

巽
、
ぺ

r

窄

「

耽

吐

L ノ

初

御

柳
財

物
㎞

卿
'
遡

鍛

鋼

妙

詔

コ

コ

コ

.

本
圃
表
作
製

の
基
本
穴
る
藪
字
は
次

の
如

く
で
あ

る
。

ア

,

戸

・
'

'

P

ド

㌔

覗

、
.

r

ご

r

囁/ヒ
囁

跡サρ

,評
㌦

p

㌧

、、
.

亘

㌧

、
甲

■
「

,
.

.
諏

「

「

」

、

「

一

.裾

,一

.

∴
〉

、・
.

㌔

,
ノ

〆

:

甲

,

争

内

炉

.

3

:曇

、

e

西

内
.,

・ゴ

.∴

早

ぞ

サ

、曳

「
ド

、

、、

苦 塩愛
籍
.齢

ア
撮

.

『

さ

r

r%

ド
耽
ド
量

定
博

此

冗
戸
、
俸

鴇
マ

ズ

勺
着

筆
.セ
ヒ

冷評

㌧謀
諺

紳;
、」

憲

警 i翻

然
.

、
鵡

伽

盈

＼

冥
耀
.
.

泌

・・

〆

藩
雫

、

}

渋

へ・　
寧
、

　撫
　畿
　灘
碧

紹獺鐵
、

凸
、
r

熟

.
囁
}

.

紙

隣
海 内

♂:♪Wマ:へ囁 艦

痕F.・r「.,・ へ

9

と.バ毒-㌧ぜ

熔 天

. 》 寧

"ぐ ド
冗-.'

嘉

.

.携駅
.辱・

調巧'ギ ㌔瓢:斗

'誓 ㌧
・く ～

パ ブ

㌧

㌃



華 四 正 大 年 三 正 大

芳篇 「AAAAAAAA万 荒薦 瀦 、 言

;茎駿 題 ㌶ 蟻 卸
物　封

騒

二
、
Q
8

噌「
δ
O
八

二
、
口
口
二

一
£
杢

一
、
九
二
七

一
、
空

ゼ

「
、
窒

ゼ

一
.、湘
(
八

一
£
空

「
、
朶

(

「
、
朶

(

.

一
、
莫

「
尤
O
耳

一
・力
西

一
、九
8

一
べ
(
乃

=
九
二
四

「
内
発

東

.京

物

僧

指

数

(前
月
比
藩

義

△
)

X△ △+十+++△ × △ △ △ △ △ 十 十 自

発 突 発 百 突 発 老 窒 巻 窒 窒.突 突 発 豆 謹 豆 蓉 螢

斐.盤蔓巽藝 蓉露 ぎ藝 蕪 奎蕗 農

欝

贋
繕

撫

自
然

数
一8

△

九
(

△

突

△

窒

△

地
P

△

倉

+

九
〇

△

加
O

+

聖

+

窒

△

九
四

△

聖

+

茜

△

九
二

+

聖

+

突

十

δ
0

+

百

「

1醸 藻 難.1菱藷 菱ll

論

説

物
価
騰
貴
蓬

貨
あ

關
孫
庇

て
扇
田
簿
士
に
答
ふ

自
然

鍛6
0

十

=
昌

+

三
〇

△

一壱

△

「
三

十

=
四

十

=
五

十

=
A

+

三
目

十

謹
(

十

蔓

△

萎

÷

↓三

△

[査

十

モ
(

+

昌〕
0

十

曇
豆

+

胃「冒三

≦壷 舅謡要論 童謡離 葺細
封

」

雑

品

く

　

自
然

教

封

.級

一
〇
〇

こ
、
0
〔
6

十

6

0

亀
δ

O
島

」T

一
〇
四

二
、
d
一
酉

×

δ

聞
、

㌔
、
O
西

x

δ

四

=
、
O
「
四

△

湘
湘

ぺ

此
湘
調

X

力
苅

「
完

海
内

十

δ

0
.

こ
、
O
O
昌

十
.
一
9

昌
、
0
0
唱

十

一
9
「

「「
、
0
=

十

δ
四

二
、
O
西

△

δ
回

二
、
O
=

△

一
〇
口

置
、
0
9

十

δ

0

「「
、
ロ
O
耳
.

△

九
月

て

湘
湘
穽

十

δ

0

ミ

0
9

十
.

「
9
「

『

0
=

十

一
〇
八

二
、
0
昌
昌

r

隔

ヒ

穂

.李

均

～

～

自
然
殿

封

駁

+++.x+・ △ △+'++++△ △ △++

三 』昊9888ヨ.旦 旦 呂 突 突 盗 朶 百 互
.豆 唐

第
八
巻

(第
五
號

九
」

)

六
七
七

美

0
8

「「
δ

〇
七

.

二
、
Q
宕

.

二
、
ロ
0
0
.

「
£

会

↓
£

莞

「
£
八
昌

一
、
元
窒

,

て

湘
発

「「
、
8

湘

「「δ

晃

.

昌
、
o
呈

「「δ

0
0

、

二
、
0
0
二

.

㍉

O旦

昌
δ
0
封

}「δ
=六

二
δ
五
三

.

・

」



隼 大 正 大一
芳 吉 五 節 方 筋 騎 筋 青 吉 騎 鯖 育 芳 野 青 万

月
+上 土 △+△++++△+△++△++

△△x△ △ △
男 異 巴 茜 巽 茜 言 舌 見 直 § 豆 豆 毫 益 金 巷 全 会 金 倉.禽 舎 き

一 年 五 正 大..

.

.論

説
.

物
債
騰
貴
量

誓

の
關
係
続

て
扇
田
博
吉

答
ふ

_二 一こ_こ _ユ_こ 、 、 、 、 、 一{「;一 くrζ 「=一=一 一 一 一 一 一_一

望 『 究 晃 塁 暑 ≡ 話 昊 量 早 旦 呈 昆 窒 奎 奨 碧 謡 …i…i碧 蚕 室

± 王 土 土 ± 上 土++△o+△++柔++△++△ △ △ △
三E三 具 耳 一 一==お==一 一 一 一 一
A娼 七 六 三 ゼ 入 内 〇 九 〇 ロ ≡≡=5ミ 昆8巻 突 を 突 …告 」魯 碧

重書鋲 蚕§顕 饒 麺 暮塁喜…藝 藝 蓉藝 箋

土 ま 全 全 土 ± ±++++△ △+ボ++△ △ △ ×+++
ヨ 聾 美 茜 聖 ♂ 至 曼 …………≡ 吾 畳 … … …… 惹 ≡ …≡…毒;…;… 姦 莞

三_二_⊃ ご 一=」 、 「=一{一 く 、一マ ーく 「:「1≒ 「=二=L昌 二 二 二.昌 二

弐 …『 空 喜 …茎妻 菱 茜 垂 垂 莞 ……≡ ……奥 碧 雲 薬 壽 暮 護 甕 暑 …1

全 会 △ △++△++++△+△x++△ △ △+△ △ △
塁 冥 塁 塁 旱 勇 善 重 垂 垂 暑iミ 垂 垂 悉 秀 英 美・重 重 嚢 養 碁 暑

第
八
巻

(第
五
號

九
二
)

六
七
入

纏 癖 美至善題 雲離 蘂 薯薯量蟻

土 合+++++++・ △+++++△+△ △'△+++
会 党 金 鎖 究1至 ㌍ 昊 鶏 美 誌 ≡ 蓋 ≡ ≡ 謡 毳 毳

藷暑奏垂….毒 藁妻妻毳 毳 奎.套装莫;;莫 垂

+△ × △++++++△ △+午++++
△ △ △++午

蔓 ≦ 葦 竺 斥 炎 葺 異 臭 … 垂 藷 薯 遷 蓑 ≡ 吾 莫 暮 暮.≡ … ≡ 昊

o"」O'一 ・ 一 ・ ・ …
、 、 、 、 、 、 昌

旱能 老 若論`茜 駿 吾 亮屍 昊異継 量器黙 呈露

.

・



鷺 年 一ヒ 正 大

貢万赫 吉船 方育芳野一読 万

△++△+△++△ 響 △.++

δ 三 ≡:9只 島 民 某 契 合 究 窒 念 …曇

}

。

「「
、
二
藍

H「
、
　
八
七

、

き

一実

二
、
註

ゼ

二
三

四
四

二
、
「「…

ユ
、
三
一八

二
、
三

六

]一、
冨=
(

昌
三

〇
二

3

三
六

}「、
茜

ζ

さ

西
三

十X△+++十 十+△ 一トー ド+十

全 会 合 命 完 売 窓 嘉 …i葵 …蚕萸 盛 亟

二
、
莚
O

一一
、
三

へ

一一、
一
着

二
、
一
七
(

一}

七
=

三

凸

≒

一発

一「三

〇唱

き

三
(

【「三
豊

一「、美

七

二
、二禿

昌
、
二莞

き

「杢

「

.△ 十 △ △ 十 十 十 十 十 △ 十 十X十

調・oツ 』 ≡:ξ 三 四 呈 三皇 き 合 《 会 企

二
三
莞

一「三
舞

三
三
芸

一「、　天
0

き

一笑

=
三
八
四

「至

0
(

雪

吾

]一、茜
五

「三
　至

高
、
　契

「憂

四
二

ミ

署
.

一「、
　
四
〇

△ △ △ △ △ 十 十+十 十 十'十 く 十

音 茜 茜Eヨ 畏 署 異 空 既 記 ・三 三.昌 三六 一 昌 囲 池 〇 六=:ヌ:窒 会 葦 誓 全

一一
、
五
へ
二

二
、
五
三

H葦

垣

.

二
、
五
金

一葦

窒

　翼

三

二
、
套

四.

一一
、
突

万

一　、
六
≦

H「
、
大
釜

一一、
六
一六

　一
、
罫
西

二
、
藝
言
「

一一、
四
会

・+X++++++△ ・+++△

一 一 言 義 雲 量 重 言 重 重 蕪 §

二
、
=
杢

こ
ご
「八
二

　
Y孟

「「
、
　
〇
三

雲

豆

昌
、
き

【

さ

δ
(

二
、
胃三
や

二
、　豆

「「、毫

六

二
、
曇

「

=
、美

九

二
、胃莞

二
、
耳語

△+`△ △+++++△++++

誕 奎難 業 藪 巽碧空棗玉
. '

　
一　
響

き

「薗

『
.=会

三

兄
四

二
、
晃

』「

=
、
.　巻

1

「葦

晃

二
(三
三
E

一一
、三
四
七

二
、
憂

六

h「
、
昌
葦

二
、　竃
二

「「
、
ロ藝

「

一「、
妻

O

一
見
し
て
明
な
・
が
聖

、
戦
粛

始
後
約
二
年
間
芸

ふ
も
の
は
特
殊
貨
物
の
握

の
攣
動
鼠

農

売

る
も
の
が
あ
。
.
私
は
嘗
て
・
れ
高

種
の
物
醤

表
を
明
治
二
+
空
.
月

よ
り
最
誓

至
・
迄
作
製
し
華

が

あ
。
が
、
大
正
三
年
七
月
以
降
二
箇
年
の
穰

墾

動
の
㌍

讐

の
野

た
・
は
始
め
て
見
・
稀
な
る

事

例

で
あ
っ
て
流
石
は

「
前
裏

書
有
の
大
戦
飢
の
爲
の
需
要
供
給
關
係
の
霧

」
婁

馨

し
む

る
も
の
な
り
憲

は
。
。
た
。
物
償
叢

肇

均
見

習

或
・騰

貴
の
傾
向
を
有
・
て
嚢

か
も
知
れ
誤

・
し
か
し
こ
れ
畢

六
.胃

の
大
部
分
の
欝

に
季

結
果
・
な

し
て
辛

六
品
早

・
務
.
・
讐

が
他
・
蒙

・
下
蓬

蓬

論

読

物
鰹

貴
、、藩

と
の
關
係
焼

・
蕾

博
吉

篁

第
八
糞

箋

號

九
三

嗣
.六
七
九

,

.

・



　

　

欝

無

響

.通
貨
、̂
の
關
係
隔

て
.限
田
博
障

ふ

第
八
巻

・第
五
號

九
四
ニ

八八
・

…・難
聾

雛
舗

騨

一難
難

雛

軽

賎
ゼ躍

鍵

　　講

鱗
蝋謙
講
購

搬
姻　

「ら
こ
れ
帥
ち
展

農

皐

準
・
勇

て
誉

見
・
・
幕

・
購
買
力
即
・
幕

の
盤

覚

る
事
が
出
乗
る
・
.

一

帯

動
、
す
れ
ば
幕

・
讐

力
師
長

幣
・
硬
直
云
・
ば
物
警

警

策
こ
総

欝

方
啄

み
を
.重
脱
し
第

…一
の
個
別
的
方
更

・
務

・
れ
昇

の
贋
値
を
輕
撃

・
傾
が
あ

る
・
勿
論

団
団勃
ず
。
「

の

空

想

し

て

み

る
様

な

物
霧

散
が
求
ぎ

る
姦

・
ぱ
直
に
そ
れ
を
捕
へ
て

渡

物
蟹

葦

す
る
も
よ
か
ら
う

然

し
そ
れ
に
し
て

、
…
繋

諜

謙

儲鱗

矯
醗
嚢

繹
掘蓼

　儂欝
欝

珊鰭
藻

離
州鰺
縫

議

雑

粉一

`



徽
難
繋
雛
難

　

一
「

織
機
灘
雛
灘
繕
職

難

鰐

難

・・れ蟻

幡練

緯

鰐

蕗

欝

蜘

講

鐙

離

離
旙鑛

綴繋
鯵
13)Anderson

,ValueofMoney.p .154一 .17114)A`efof
'.Vila3i一 一

.3.一a15)
ValneofMoney.p .331-386.

16)蹄 筋 注繍 融 禰 鞘
研究五三こ 姻 百、



論

試

物
綴

貴
.、
遜

己
の
關
係
漉

て
蕾

垂

髫

ふ

「

菱

巻

第̂
五
號

突

二

八
八
二

。
物
越

P
あ

代
書

し
.・
贔

讐

姦

肇

碧

探
・
薔

(M
あ

側
・
・
は
贔

鑑

謬

行
高
を
叢

雲

の
直
接
比
較
を
芋

・
は
・
れ
こ
そ
統
計
的
箋

方
鋳

響

・
霧

・
・
蒋

簡

表
法
の
繋

辞

を

益

す
。
き
方
面
で
あ
る
。
飯
量

士
幅
田
博
吉

已
・
此
装

姦

・
せ
・
れ
兌
換
券
謬

を
以
て
黎

讐

瑳

な
り
ε
響

、
れ
た
の
で
あ
っ
て
禁

讐

国
書

腰

せ
争
・
て
響

・
因
果
關
係
を
蕩

髭

較
せ
ん

一
一
、
し
奉

接

噛

氏
舞

振

・
た
存

で
あ
・
.
表

編

翻

係
・
三

選

ん
で
軍

關
係
に
突
進
し一

　孤
.
の
は
幅
・
垂

が

『濫

獲
行
高
が
増
加
す
れ
・
從
・
て
留

復

旛

加
缶

石

慶

並
行
關
係

を
有
つ

一
そ

。
。
の
で
あ
る
」
な
る
因
果
關
係
・
立
て
ら
れ
飯
嚢

士
が
矢
の
方
向

・
用
ひ
両
者

の
關
係
を
耕

せ
5
発

～
こ
向
様
。
意
味
に
於
て

『両
者
の
間
器

な
・
直
蕎

係
・
　

君

蕎

因
果
關
係
条

む
べ
く
ん
ぱ
見
舞

婁

を
以
て
物
躍

貝
の
果
な
-
ご
寧

…

あ
薯

・
…

ご

妾

・
た
窮

で
あ
る
・
云
は
養

極

函

.
落

種
的
、
能
動
的
・
・
も
受
動
的
・
立
場

・
立
.つ
て
俊

の
で
あ

・
・
要
す
る
に
盈

券
を
謬

し
た
と

癖

罐

欝

鞍

灘

野
糞

饗

界
沖
心
切
問
題
ε
な
・
て
る
た
か
ら
私
も
又
庇

臓
鱗

　議

糊腿磯

靉

靆

第

二

圖

表
.
.

.

.

{1醗趨撃 饗1掌聾 野二頁'



、Lヒ

私
は
.更

に
年

孚
均
と
季
節
的

攣
動
と
を
利
用

}

し
て
以
上
の
数

学

を
解
痒
し
た　

一
の
で
あ

る
。
年

季

均
は
大
禮
の

一
趨
勢
を
察
す
る

一
に
止
め
微
細
に

入

っ
て
は
專
ら

季
節
的
鍵
動
を

…
利
用
し
た

の
で

あ

る
。
季
節
的

憂

動
は
そ
れ
自

艦

好
研
究
題
目

だ

る

ご
共
に
然

一
ら
ざ

る
も

の

・

渥
・羅

馬謎

馨
.
濃

蟄

編

瀦

ザ

靴

穿

P
・

弄
・

・

㌧

曝
運
趣
麹
ヂ
㌔

.

秘
鎌
評
㍗
.麟
弩

㌦

髭

κ

響磯
顯
糟
響
叢
薄
犠

門

》

"

か

、

・

・蝦 誓

擁
護

写

真

隷

・
議ノ

'

競
で

涛声

を

も

撒華

麟 澤
簾

華

鵬
愛 曝

餐寿驚.

卸/

'
7'ずぶ

・ 邸

ゴら

儀鵬

『欝

雇麟
ξ

門 噛
鬼ぜ穐無㌦

L感 果
'「寧 ・:r

ポ撫 麺 ＼
寒帯 轟 ・

ゲ
議駕.

魂
轟轟

賎.箋
票

訪¥

¥墜

無毒

愚

鐸
、庸
ジ

瓠
轟

翁韓
「

曾

・

郵
書

饗
、
欝
ρ

潔

菟
事

・

.

峨

.,

毒

ド

・
誘

電

h

k

一

亭

　
き

α

曝
・嚇
へ
峨
、ド
寵

蝕

欺

、

押
㌻

蹴 ら
コ麟

頚

輪

説

諭
儀
離
離
　離
.

.

一叢

　

義

隠　
雲 レ

ヒ

～

鐙 鍬・
記 翠 囁

竪
物～鳥

蕃

ぎ

一

巻

夢

㌧
,

「

一
話
皿

　殉

憤
、

噛

「墨

「
秘

.嵐

郵

蝋
・

}

湾
擁
麟
藷

繰
り一『 ■

一

}← →←一%

、噺

葉
懲
難
.

誤
撫
譲

雛

麟
、

欝 曙 賦.

難 無

駄ア
業 班勢

轡

噺

.

,

.
3

蔭

駁

..

簑

ド

をシ

雪

丸

兜

「

ぽ

貯

墨

継

岬・ゴ
黒
餅
論
難
縛
驚曇

.

シ
》

岬
「臨

驚難

慧

難
黙

興

漿

ざ噺.「再

縁∵鄭

贈 爵
羨 幽

轟轟

妾凄 絶 ヌ

蕪 、
鳳 講.二

》 喚臨 ギ

攣

ξ

購

賃銀
職
み
改蹴海

難

ツ

:
「
昌
虚

¢

駅 馬

輯毫
纒

「騨

嚢

遮
碕

物
假
騰
貴

ミ
通
貨
ピ
の
關
係

に
就
て
輻

国
幣
士
に
答

ふ

臨
海藏
漉轄
憂騨

転
職 ・

轄 鑓1

銚
苺

叢
叢
謙
懸

「鷲鞍

一
難

囲

第
八
巻

(第
五
號

九
七
)

六
八
三

藩轟
雛
懇
、繋
難

撫

鞍灘紳
鎌・澱=愚 臨獅驚

嘆

」



論

説

物
偵
騰
貴
ミ
通
貨
ξ
の
關
係
に
就
て
輻
田
博
士
に
答
ふ

第
八
巻

〔第
五
號

九
八
)

六
八
四

匠

別
す

る
黙

に
於
て
も
實
盆

大
な

る
は

巳
に
説

明
し
た
所

で

あ
る
。
帥

ち
季
節

的
翼
動

そ

の
も

の
を
正
常

ご
解

し

一
。

こ
れ
に
違

ふ
も

の
を
異
常

と
し
て
兌
換
券
増
獲

ご
物
贋
騰
貴

蓬
の
關
係
に
於
て
時

の
上
で
ざ
ち
ら
が
早
く
正
常

の

丁
態
・
破
・
奈

謬

皇

・
ξ

・
・
甚
ヒ

正
常
験

態
・
脱
出
・
て
・
・
か
・
調
謎

の
で
・
・
.
圖
表

に
つ
い
て
云

へ
ば
横
線
は
濁
立
婁
敷
た
る
時

の
流
を
示
し
縦
線
は
從
隔
禦
奨
敷
☆
る
激
量

の
攣
化
を
示
し
て
み
る
か

一
ら
私

の
季
節
的
攣
動

の
利
用
方
法
は
云
は
ば
因
果
關
係
を
上
下
の
關
係
及
び
左
右
の
關

係
で

議
…
論
↓
穴

の
で
あ

…
る
。
要
す
る
に
因
果
關
係
決
定

の
標
準

ξ
し
て
第

一
卒
均
敷

の
増
減
第
二
攣
動
の
時

の
先
後
第
三
憂
動
の
程
度

の

大
小
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

…
問
題
こ
な
っ
て
み
る
の
は
開
戦
後
第

一
期

(大
正
三
年
よ
り
五
年
迄
)
ご
同
第

二
期
(大
正
五
年
以
後
)
で
あ
る
か

ち

此
面
期

に
わ
尭
り
圖
表
に
説
明
を
加
へ
て
見

や
う
。

…
第

一
期

に
つ
い
て
は
私

が

「
物
債
は
大
正
四
年

の
始
よ
リ
少
々
騰
貴
し
始
あ
三
中
略
)秋
に
入
り
殊
に
十
月
よ
り

.

急

に
騰
貴

し
戸中
略
)
起
る
に
反
し
通
貨

は
大
正
四
年
十
二
月
よ
り
五
年

一
月
に
か
け
膨
脹
せ
し
も
こ
れ
季
節
的
愛

一
動
よ
り
見

て
何
等
異

ご
す
る
に
足
ら
事
、
故
に
膨
脹
は
大
正
五
年
よ
り
始
ま
り
(下
落
)」
ご
断
じ

「
通
貨

の
膨
脹

…
は
物
贋
騰
貴
の
原
因
ε
云
ふ
べ
か
ら
ず
、
寧

ろ
物
贋
騰
貴
の
結
果

ご
云
ふ

べ
き
な
り
』
ε
結
論
し
た

の
が
問
題

達

.

な
っ
て
み
る
。
即
ち
槽
士
の
不
審
は
四
年
乃
至
五
年

に
存
在

し
て
み
る
か
ら
拙
稿

の
敷

宇
を
韓

載
す
る
事
ご
し

π

。
…
第

一
季
場
数
に
つ
い
て
見

る
ご
大
正
三
年
よ
り
四
年

に
か
げ
て
兌
換
券
が
三

一
五
、
孤
三
六
、五
九
九
圓
よ
当
二

・四
%
減

に
て
三
〇
七
、
八
九
三
、
二

一
三
圓
ご
な
れ
る
に

拘
ら
争
東
京
物
贋
指
数
は

=
.
エ
ハ
・=
二

よ
り

一
・
こ
%



書

毛

、、.君

臥八
四
ピ
な
ぞ

・
・
。
石

上
先
・
起
・
窃

撰

婚

加
・
原
因
集

め

共̂
謄

は
現
は

喰

い
で
盛

蠢

い
て
現
は
れ
た
鑑

券
鍵

に
結
果
を
求
め
・
の
萎

當
で
は
無
か
ら
う
か
・

次
憂

化
の
鷺

前
後
姦

籍

よ
り
多
少
詳
し
藷

べ
て
見

る
窪

の
聖

で
あ
る
・

月

正 大 年 四 正 大ド
五 四 三 ニ 一 十 † 十 九 八 七 六 五 四 三 ニ ー

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 刀

日
銀
兌
換
券
毎
月
平
均
強
行
高

{前
月
に
比
し
滑
城
割
倉

ナ ム ム ム++++++++△ △ △.△ △

?
窩
%

?
昊

(
・
七
回「

不
発

丁
三

大
・六
二

?
突

7
9

一・
£

?
究

丁
杢

三
・(
(

0
.
葛

早

o
へ
、

丑
・
(
ゼ

ロ
三
大

?

晃

同

上

季

節

的

鍵

動

(前
月

に
比
し
増
減
割
合

}

」

△ △ △ △ △ 十 く 十 十 △ 十 十 △ △ △ △ △

耳
三
乃
%

温
・天

六
・三

丁
吾

?
晃

七
・茜

一
・
δ

0
・ヨ
ニ

0
・四
ヨ

q
商
(

?
酋

力
二
七

三
三
九

匹
・天

六
・三

7
老

?

見

論

説

物
藤

貴
重

貨
あ

關
係
に
就
て
爵

博
吉

答
ふ

東

京

物

偵

指

勉

(前
月
に
比
し
増
減
割
合

)
.

十 十 十 十 十 △ △ 十 十 十 十 十△ △ 十 十 十

O
.杢

%

一「
・
E
O

T
茜

一
,六
三

〇
・莞

?

朶
7

叢

0
重

0
・9

一三
鈍

四
三
湘

馳

六
・
垂

二
・
吾

.

ヨ
・
美

O
・
突

?

六
四

二
三

沌 同

上

季

節

的
'響

動

斎

月
に
比
し
滑
減
割
合

[

ム

マ
六
二
%

!

+

?

茜

+

?

ズ
.
.

十
u
.̀.0⊥

二
.

第
八
巻

【第
五
號

九
ヵ
)

大
入
五

十 十 十 十 △ ・十 △ 千 十 十 ム ム 十

〇
三

六

〇
「
四
六

r
O
・
.=
.

?

茜

?

究

.
0
・
三

〇
.
翌.

O
・
冒三
.

0
・
三

。

一
?

　西

」

.

0
・
一
(

O
・
三

?
最
.

1



五隼

+
一筋

十 十 九 八 七 六

月 月 月 月.月 月 論

説

物
個
歴
貴
ミ
遽
貸

ミ
の
關

係
に
就
て
幅
田
博
士
に
答
ふ

十 十 →一 十 十 △ 十

四'内 亀 三.四 一 六

章 天 究 三 三.三 胃

層

十 △ 十 十 △ 十 十

学
芸

7

一〇

?

冒三

?

豊

?

四
へ

0
..
冒一四

㍗

一封

第

八
巻
.

(第

五
號

十 十 十 十 十 十 △

一
〇

〇

)

一一
.
・
竃

O
・
胃西

〕;

六

=

西
.

一丁
奎

七
・
三

一7
昊

大
入
大

姦

字
麦
圖
馨

氣
・
調
・
ぎ

、
塒
・
上
・
正
常
慧

・
先
議

つ
　

は
矢
張
り
物
贋
霧

の
楚

思
は
れ

る
。
私

は
飽
一
迄
も
前

説
を
固
守

せ
ざ

る
を
得

な
い
・

一
…
第
三
に
釜

の
幅
・
調
・
{

.
歪

四
藷

於
て
量

京
穰

叢

量

七
・八
%
で
箆

近
集

曾
庭

錺

。
幅
で
諄

・
・
れ
ε
比
撃

・
喬

+
倍
鰻

・
.
然
・
に
轟

銀
行
券

の
幅
は

二
八
二

%

で
あ
っ
て

一

講

よ
,
ウ汐
少
其
奨

な
る
・
み
.
・
ち
・
譬

種

錘

ポ

論
・
て
見
・
玉

・
・
關
係
に
於
て
留

の
方
・

一
力
甚

し
一

正
常

の
状
態

を
破

っ
て
.み

る
や
う
だ
。

以
去

三
熱
よ
り
し
て
笙

期
に
於
て
は
前
同
様
の
因
果
論
轟

返
さ
ね
ば
な
鼠

・

・難
暴
騰

欝

雛囎瀧
鱒

灘

醗
銅駿
、

第

一
は
甥

の
大
小
ご
真
景

關
係
ε
は
別
物
・
馨

奮

の
叢

で
・

…

れ
は
因
果
關
係
な
る
葺

の

.

意
義
に
も
關
係
。
及
ぽ
高

題
…

が
私
・
前
・
申
差

響

博
士

高

「
意
味
で
.些

彙

を
.使

用
し

、て
る

十 △ 十 十 十 △ △

0
..四
六

但
.
=

、

0
・
習西
門

o
・九
九
∵

?

三

鴨

O
.-四
三

?
胃三



継
鱗

難
灘

…　

難
…難

雛
撒
繋

縛
獅

㈹

薄

離

顯

的
論
撮
を
「
悉
説
明
し
た
.
積
極
的
説
明
に
至
て
は
事
情
・
許
毒

言

吉

御
爨

無

難

騰
鍛

槻緋麟

講

媚　
瀦
螺・

.

に鰭

魑

難

鍵

賑

脇
戸
鵠
さ
・親
切
な
る調
書

妻

・・
　
畢

論
.
説

.
物
偵
・
貴
寸、彗

鮒

・
就
・
覆

愛

・ふ

莫

巻
.
(鍵
.

δ
.
i

ハ
八
七

、
.

卿


